
 図画工作科 ６年  

題材 １  附属小三十六景 －絵に表す－                                                       ４・５月（１０時間） 

目標 構図や配色，絵の具の扱い方を自分なりに工夫して，附属小の思い出の場所を表現する 

評価 

規準 

(①知 ・ 技)構図や配色などの表現の違いを見付け，鉛筆や絵の具を適切に扱い，自分なりの思い出の場所になるように形や色を工夫して表している。 

(②思・判・表)季節や時間，生活感を意識して，構図や配色などを考えている。 

(③主体的態度)附属小の思い出の場所を自分なりに描くことに関心をもち，意欲的に取り組もうとしている。 

過程 時間 学習活動 指導上の留意点 評価項目＜評価方法（観点）＞※太字は「記録に残す評価」 

で
あ
う 

１ 

 

 

 

１ 

 

○葛飾北斎の「富嶽三十六景」の３つの作品を鑑賞し，

表現の特徴から共通するテーマを知る。 

 

 

○見え方のおもしろい場所や好きな場所の記録写真を

撮影し，学習の見通しをもつ。 

 

 

 

 

○表現の特徴を捉えることができるように，描かれて

いるものや感じた事などを直接書き込める画像デー

タを用意する。 

 

○構図を工夫すると違って見えること，配色を工夫す

ると印象が変わることなどが理解できるように，同

じ場所でも見え方が異なる写真を提示する。 

 

 

◇３つの作品の表現の特徴を基に，３つの作品に共通する「富

士山」を強調するというテーマを捉えている。               

＜ロイロノート①＞ 

 

◇思い出の場所の見え方のおもしろさを考えたり，自分なりのこ

だわりをもって表すことを考えたりして，記録写真を撮っている。 

                                 ＜ロイロノート②＞ 

 

 

 

あ
ら
わ
す
・
ひ
ろ
げ
る 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○構図を考えて，画用紙に鉛筆で下描きをする。 

 

 

○水彩絵の具で彩色する。 

 

 

 

 

 

○描く場所の選び方や構図の工夫に気付けるように，

北斎の作品や複数の児童の作品を提示する。 

 

○改めて色の工夫による効果を考えられるように，配

色を変化させた北斎の作品を提示する。 

 

 

 

◇描きたいことが分かるように構図を工夫し，形をよく見な

がら描いている。          ＜行動・作品①＞ 

 

◇絵の具を適切に扱い，色を確かめながら描いている。                     

＜作品①＞ 

 

 

 

 

ふ
り
か
え
る 

１ ○作品に題名を付けて見合い，自分や友達のイメージの

表現方法を話し合う。 

 

○自分なりのイメージと構図や配色の工夫を結び付け

ることができるように，自由に出歩いて話し合うこ

とのできる時間を設定する。 

◇題名の意図や表現方法の工夫について，友達と話したり，学習

プリントに書いたりしている。      ＜行動・学習プリント③＞ 

 

共通事項 自分なりの石山を表す活動を通して，形や色，奥行きなどの特徴を捉え，自分のイメージをもつ。  

【備 考】 

・準備物 提示する浮世絵作品『神奈川沖浪裏』，『駿州江尻』，『凱風快晴』の画像データ。北斎の作品の資料は，第１図工室にもある。 

四つ切画用紙，画板，鉛筆，絵の具セット，タブレット 

※教科書５・６下…P22～25，30・31 

 
思い出の場所を，北斎のように構図や色を工夫し

てかこう 

学習のめあて 



図画工作科 ６年 

題材 ２ いっしゅんの形  －立体に表す－                                                                                                         ６月（６時間） 

目標 液体粘土で固めた布の形を見立てたり，形を生かしたりしながら，想像を広げて立体に表す。 

評価 

規準 

(①知 ・ 技)布の形の面白さを感じ取って，表したいものに合わせて表現方法を工夫している。 

(②思・判・表)布の形のつくり方を予想しながら，つくりたいもののイメージを膨らませている。 

(③主体的態度)布の形のよさや美しさに関心をもって試行錯誤し，自分らしい見方や感じ方で表現活動に取り組もうとしている。 

過程 時間 学習活動 指導上の留意点 評価項目＜評価方法（観点）＞※太字は「記録に残す評価」 

で
あ
う 

１ 

 

 

 

１ 

○動いているものが止まった一瞬を表す作品や写真を

見る。 

 

 

○布を揺らしたり回したりする活動を行って気に入っ

た形を見付け，学習の見通しをもつ。 

 

 

 

 

○動いている一瞬を切り取った作品の面白さを感じら

れるように，躍動的な彫刻作品や動物が獲物を狩る瞬

間の写真を提示する。 

 

○布の形の面白さから発想を広げられるように，ものに

かぶせたり，ものをくるんだり，つるしたり，しばっ

たりするなどの布の扱い方を試す機会を設定する。 

◇提示された作品や写真から，意図しない形の面白さに気付

き，記述している。        ＜ロイロノート③＞ 

 

 

◇布を形作る材料やかぶせ方，布の傾き等を繰り返し試して，

つくりたい形をつくっている。       ＜行動②＞ 

 

あ
ら
わ
す
・
ひ
ろ
げ
る 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

○液体粘土に浸して成形し，自分のつくりたい形をつ

くる。 

 

 

 

 

 

 

 

○固まった形を様々なものに見立てたり，見付けた形

を生かしたりして，向きや置き方，色を工夫して表

す。 

○つくりたい形に合わせた表現方法を考えることがで

きるように，必要な材料や用具十分に用意し，図工室

の中心に設置する。 

 

 

 

 

 

 

○固まった形を様々なものに見立てたり，見付けた形を

生かしたりできるように，固まった形を様々な方向か

ら見る機会を設定する。 

◇つくりたい形に布を固められるように，段ボールや洗濯ば

さみなどを効果的に用いて，布の形を変えている。 

＜行動①＞ 

 

 

 

 

 

 

◇形の向きや置き方を確かめながら，色の組合せや塗り方を変え

ている。                      ＜作品・ロイロノート①＞ 

ふ
り
か
え

る 

１ 

 

 

○展示した作品を見合い，互いの作品のよさや工夫に

ついて伝え合う。 

○形を見付けることや形からイメージすることの楽しさ

を実感できるよう，作品に合わせて展示場所を考える

機会を設定する。 

◇作品にあった展示場所を探し，その場で感じたことを話したり，

記述したりしている。                ＜ロイロノート②＞ 

共通事項
 
液体粘土で布を固めて見付けた形から，自分のつくりたい彫刻をつくる活動を通して，形や色に自分なりのイメージをもつ。 

【備 考】 

・準備物 液体粘土，タオル（グントー。粗品用），ダンボ－ル箱，針金，など  

※教科書５・６下…P44・45 

 
動いているものの一瞬を切り取って，おもしろい

形の作品をつくろう 

学習のめあて 



 図画工作科 ６年 

題材 ３ △空間（さんかく くうかん）－造形遊び－                                                    ７月（４時間） 

目標 空間の奥行きに気を配りながら，正四面体をつなげてつくる。 

評価 

規準 

(①知 ・ 技)空間の奥行きを感覚的に捉え，材料がつくり出す形の配置の仕方を工夫している。 

(②思・判・表)空間の奥行きに気を配って，材料がつくり出す形の組合せや配置を考えている。 

(③主体的態度)同じ形が増える面白さを感じながら，同じ形を繰り返してつくる造形活動を楽しもうとしている。 

過程 時間 学習活動 指導上の留意点 評価項目＜評価方法（観点）＞※太字は「記録に残す評価」 

で
あ
う 

１ 

 

 

○同じ形が増える面白さを感じながら，正四面体をつなげ

てつくり，学習の見通しをもつ。 

 

 

 

 

○同じ形が増える面白さを感じることができるよ

うに，ストローをホチキスで接合して正四面体を

つなげてつくる機会を設定する。 

◇正四面体をつなげながら，置き方や吊し方について友達と話し

たり，付け方を変えたりしている。   ＜行動・学習プリント②＞ 

 

あ
ら
わ
す
・
ひ
ろ
げ
る 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○空間の奥行きに気を配って，つくったものの配置を考え

ながら，正四面体をつなげてつくる。   

 

 

 

 

 

 

 

○つくったものを自由に配置し，視点を変えて空間

全体を見ることができるように，白い壁で囲ん

だ，空間を意識する場を設定する。 

 

 

 

 

 

 

◇つくったものを様々な角度から眺めたり，友達と話し合ったりし

て，つくったものの置き方や吊し方に合わせて，テープを貼った

り，ひもで縛ったりしている。            ＜行動・作品①＞ 

 

 

 

 

 

 

ふ
り
か
え
る 

１ ○空間全体の題名と名前を書いた小さなシールを，自分が 

気に入った場所に貼り付け空間の中で気にいった場所を 

探す。 

 

 

○自分が気に入った場所を見付け，友達と共有でき

るように，小さなシールを用意し，空間全体の題

名と名前を書いて貼り付ける機会を設定する。 

 

 

◇つくったものが配置された空間を，様々な角度から眺めて，自

分が気に入った場所を見付けてシールを貼っている。 

                                   ＜行動・発言③＞ 

 

 

共通事項 空間の奥行きに気を配ってつくる活動を通して，形や色，動きや奥行きなどを捉え，自分なりのイメージをもつ。 

【備 考】 

・準備物 ストロー（黒），ホチキス 

※廃棄する際には，ホチキス部分をはさみで切り取り，長い部分は再利用する。 

※教科書５・６上…P12・13 

 

 

 

  

 
正四面体をつなげて，図工室をおもしろい空間にして

楽しもう 

学習のめあて 



 図画工作科 ６年 

題材 ４  どんな動きをするのかな －工作に表す－                                                   ８・９月（６時間） 

目標 クランクで動く仕組みに興味をもち，仕組みの動きを生かしたおもちゃやその表し方を工夫し，クランクで動くおもちゃをつくる。  

評価 

規準 

(①知 ・ 技)ペンチを適切に使って，自分の考えた動きに合わせて，仕組みの角度や長さを工夫してつくっている。 

(②思・判・表)クランクで動く仕組みを使った表現のおもしろさや工夫に気付き，クランクで動く仕組みを生かして表せそうなものを考えている。  

(③主体的態度)クランクで動くおもちゃをつくることに興味をもち，意欲的に取り組もうとしている。  

過程 時間 学習活動 指導上の留意点 評価項目＜評価方法（観点）＞※太字は「記録に残す評価」 

で
あ
う 

１ 

 

 

 

 

 

 

○クランクで動くおもちゃをつくることを知り，どんなも

のがつくれるかを話し合う。 

 

 

○クランクで動く仕組みや動きを意識しながら形や表し方

を考え，アイデアスケッチをし，学習の見通しをもつ。 

 

 

 

 

○どんなものがつくれるのかを考えられるように，

クランクで動く仕組みやそれでつくった作品を

提示する。 

 

○クランクの動きを意識しながら表すものを考え

ることができるように，机毎に動きを確認するた

めのクランクの仕組みを用意する。 

◇動きを生かして動くものやその周りの様子をアイデアスケッチに

表している。                   ＜行動・学習プリント②＞ 

            

 

 

 

 

あ
ら
わ
す
・
ひ
ろ
げ
る 

２ 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

○クランクで動く仕組みをつくる。 

 

 

 

 

 

 

○動く部分や周りの飾り付けをする。 

 

 

○クランクの形によって動きが変わることに気付

くことができるように，できた仕組みの動きを友

達と交流する時間を設定する。 

 

 

 

 

○動きを確かめながら，材料や用具を工夫して動く

部分や飾りをつくることができるように，材料，

用具コーナーを設置する。 

◇クランクの動きを確かめながら，針金を加工したり，穴の位置を

調節したりしながらつくっている。         ＜行動・作品①＞ 

 

 

 

 

 

◇動かしたいものの動きを確かめながら，仕組みを調節した

り，はさみやカッター，接着剤などを使い分けたりしてつ

くっている。            ＜行動・作品①＞ 

ふ
り
か
え
る 

１ 

 

 

 

○作品を見合い，形や色，つくり方の工夫を見付ける。 

 

 

○クランクで動く仕組みを生かした表現のおもし

ろさや表し方の工夫に気付くことができるよう

に，できたおもちゃを動かして遊ぶ時間を設定す

る。 

◇発想のおもしろさに気付き，学習プリントに表している。        

＜行動・学習プリント③＞ 

                 

 

共通事項 クランクの仕組みに働きかける感覚や活動を通して，動きの特徴を捉え，自分のイメージをもつ。 

【備 考】 

・本題材の参考作品は，第１図工室にある。 

・準備物 針金，ストロー，色画用紙，折り紙，木工用接着剤，絵の具セット，牛乳パック，お菓子の箱 など 

※教科書５・６下…P18・19 

 
クランクの仕組みを生かして，面白い動きをするおも

ちゃをつくろう 

学習のめあて 



 

 図画工作科 ６年  

題材 ５ 伝統文化の楽しみ方－鑑賞－                                                          １０月（２時間） 

目標 鎌倉の代表的な文化遺産を鑑賞し，基本的な知識や見方を知り，そのよさや美しさを味わう。 

評価 

規準 

(①知 ・ 技)鎌倉の代表的な文化遺産についての基本的な知識や見方を理解している。 

(②思・判・表)自分の見たい文化遺産について調べたことを基に，修学旅行でどのように楽しむのかを考えている。 

(③主体的態度)日本の伝統文化や美術作品に関心をもち，進んで鑑賞しようとしている。 

過程 時間 学習活動 指導上の留意点 評価項目＜評価方法（観点）＞※太字は「記録に残す評価」 

で
あ
う 

１ 

 

 

 

○鎌倉の大仏など鎌倉の代表的な文化遺産についての画

像を見て，感じたことや気付いたことを話し合う。 

○鎌倉の文化遺産からよさや美しさを感じ取れるよ

うに，複数の資料を提示するとともに，自分の選ん

だ資料について気付いたことや疑問に思うことを

自由に話し合う機会を設定する。 

 

◇提示された資料を見て感じたことや気付いたこと，使われ

ている材料や用具，技法などについて記述している。  

                  ＜ロイロノート①②③＞ 

 

あ
ら
わ
す
・
ひ
ろ
げ
る 

１ 

 

 

 

 

 

 

○鎌倉の代表的な文化遺産の資料から感じたことや気付

いたことを基に，よさや美しさについて話し合う。 

 

 

 

○様々な文化遺産や芸術作品について興味をもてる

ように，他の文化遺産について話し合っているグル

ープと交流する時間を設定する。 

 

 

 

 

◇様々な文化遺産のよさや美しさ，修学旅行の楽しみ方につ

いて，記述している。     ＜ロイロノート①②③＞ 

 

 

ふ
り
か
え
る 

 

 

  

 

 

共通事項 ビデオや写真を見る活動を通して，修学旅行で行く鎌倉の代表的な文化遺産や彫刻の森の作品の特徴を捉え，自分のイメージをもつ。  

【備 考】 

・修学旅行の事前学習との関連を図り，ここで興味・関心をもったことを基に調べ学習ができるようにするとよい。 

・準備物 資料（パワーポイント，学習プリントはカリ管データにある）  

※教科書５・６下…P24・25，30・31 

 

  



 図画工作科 ６年  

題材 ６ 感じて 「絵」 イイカンジ。－絵に表す－                                                １０・１１月（８時間） 

目標 手や体全体の感覚を働かせて，液体粘土や身辺材と繰り返し関わり，手触りや画面の見た目などから感じたことを基に表したいことを工夫して平面に表す。   

評価 

規準 

(①知 ・ 技)材料や用具による表れ方や感じたことから考えたことを基に，自分なりの思いに合わせて材料や用具を選んだり，表現を工夫したりしている。  

(②思・判・表)手や体全体で材料と関わり，手触りや画面の見た目などのよさや美しさを感じながら，自分の表したいことを思い付いている。  

(③主体的態度)手や体全体の感覚を働かせて，感じたことを基に自分なりの思いを形や色で表す活動の楽しさを味わっている。  

過程 時間 学習活動 指導上の留意点 評価項目＜評価方法（観点）＞※太字は「記録に残す評価」 

で
あ
う 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○液体粘土や身辺材の表現を試し，手触りや画面

の見た目から感じたことや考えたことを基に，

自分なりの思いをもち，学習の見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

 

○手触りや画面の見た目などの新たな造形的視点を得て，自

分なりの思いを膨らませることができるように，液体粘土

や身辺材と関わり，材料から感じることができる試しの機

会を設定する。 

 

○手や体全体で繰り返し材料と関わり，材料や用具の特徴 

を感じながら，自分なりの思いに合わせて試すことがで 

きるよう，様々な材料を用意した材料コーナーを設定す 

る。 

○手や体全体の感覚を働かせて，感じたことや気付いたことを友

達と話したり，材料や用具を選んだりしながら，自分の思い付

いた作品のイメージに合わせて，表現方法を試している。 

                         ＜行動・発言・学習プリント➀＞ 

 

 

 

 

 

あ
ら
わ
す
・
ひ
ろ
げ
る 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○液体粘土や身辺材を選んだり，組み合わせたり

して，自分の表したいものを工夫して表す。 

 

 

 

 

 

 

 

○自分なりの思いに合わせて，切ったり，貼ったりするなど

の様々な表現の工夫ができるように，支持体としてダンボ

ール紙を用意する。 

 

○友達との自然な交流の中で，自分や友達の表現の工夫に 

気付き，自分の思いに合わせて表現を工夫することがで 

きるように，作品を乾燥させる机を教室中央に配置した場 

を設定する。 

 

○作品の形や色の構成を変えたり，新たな材料を加えたりしなが

ら，つくったり，つくりかえたりすることを繰り返している。 

                    ＜行動・発言・作品・学習プリント➁＞ 

 

 

 

 

 

 

ふ
り
か
え
る 

１ 

 

 

 

 

○自分や友達の作品を見合いながら，表現の意図

や工夫について話し合う。       

 

 

 

○題材全体を振り返り，自分の見付けた形や色などのよさ 

や美しさに改めて気付けるように，作品の題名と，その理 

由を記述する学習プリントを用意する。 

 

 

○手や体全体の感覚を働かせて，感じたことや気 付いたことを

基にして，自分の思いを表現する 楽しさや，表現に込めた思

いを記述している。         ＜発言・作品・学習プリント➂＞ 

 

共通事項 液体粘土や身辺材に触れて感じたことから，自分が表したいものの形や色のイメージをもつ。 

【備 考】 

・準備物 液体紙粘土，木伏粉粘土，ダンボール 30×30，身辺材，ダンボールカッターなど 

・交流及び共同学習に適している。 

※教科書５・６下…P28・29 

 

 
液体粘土と様々な材料を組み合わせて，見

た目も手触りも面白い作品をつくろう 

学習のめあて 



図画工作科 ６年 

題材 ７ 光の彫刻－立体に表す－                                                            １２月（４時間） 

目標 材料を切ったり，付けたりして，光の効果を確かめながら，自分のイメージに合う光の彫刻に表す。 

評価 

規準 

(①知 ・ 技)自分のつくりたい光の彫刻になるように，光の効果を予想したり，試したりしながら，メラミンスポンジの加工の仕方を工夫している。  

(②思・判・表)メラミンスポンジの加工の仕方や形による光の効果の違いを捉えて，つくりたい光の彫刻を思い付いている。 

(③主体的態度)繰り返し試したり，互いの作品を見合ったりしながら，自分や友達の作品のよさや美しさや，表現の工夫について感じ取っている。 

過程 時間 学習活動 指導上の留意点 評価項目＜評価方法（観点）＞※太字は「記録に残す評価」 

で
あ
う 

１ 

 

 

 

○メラミンスポンジの形によるＬＥＤライトの光り方

の特徴を知り，加工の仕方を試しながら，自分のつく

りたい光の彫刻をアイデアスケッチに表し，学習の

見通しをもつ。 

 

 

 

 

○光のもつ美しさを感じ取ることができるように，ペ

ットボトルやビー玉などの今までの学習で使ったこ

とのある光を通す素材と加工する前の直方体のメラ

ミンスポンジを用意する。 

◇様々な素材を光らせて光り方の違いを比較したり，メラミン

スポンジの光り方の特徴について，友達と話したりしてい

る。                 ＜行動・発言②＞ 

 

あ
ら
わ
す
・
ひ
ろ
げ
る 

２ 

 

 

 

○光の効果を予想したり，暗箱で確かめたりしながら，

メラミンスポンジを加工し，自分のつくりたい光の

彫刻をつくる。 

 

○切ったり，光り方を試したりしながら，自分なりの

光の彫刻を思い付くことができるように，加工が容

易なメラミンスポンジを用意する。 

 

○光り方を確かめながら，自然に友達と交流して自分

のつくりたい光の彫刻のイメージに合った表現の工

夫ができるよう，活動の段階ごとの場を設定する。 

◇メラミンスポンジの加工や光り方を試しながら，自分のつくりたい

光の彫刻をアイデアスケッチに表している。 

                                ＜アイデアスケッチ①＞ 

 

◇形や光り方について友達と話しながら，メラミンスポンジを切った

り，付けたりすることを繰り返している。           ＜作品②＞ 

ふ
り
か
え
る 

１ 

 

 

 

○できた作品を光らせて鑑賞し合い，自分や友達の作

品のよさや工夫について話し合う。 

 

○自分や友達の作品のよさや美しさ，表現の工夫につ

いて気付くことができるように，全員の作品を胸の

高さに展示した鑑賞する場を設定する。 

◇自分や友達の作品のよさや美しさ，工夫などについて記述して

いる。                              ＜ロイロノート③＞ 

共通事項
 
光り方を試しながらメラミンスポンジを加工し，自分のつくりたい光の彫刻をつくる活動を通して，形や色，光り方に自分なりのイメージをもつ。  

【備 考】 

・準備物 メラミンスポンジ（カインズ），ライトはパジコのものが良い，ダンボールカッター，皮ポンチなど 

※場作りが大切なので，試しの箱，ダンボール板，暗幕のある部屋が必要 

・交流及び共同学習に適している。 

※教科書５・６上…P14～17 

  

 
メラミンスポンジの形を工夫して，面白い光り方

をする光の彫刻をつくろう 

学習のめあて 



 図画工作科 ６年 

題材 ８ ちょっと未来をのぞいたら－立体に表す－                                               １・２・３月（１２時間） 

目標 将来の自分を想像し，材料の使い方や紙粘土の加工方法を工夫して，希望や自分なりの思いを込めて立体に表す。 

評価 

規準 

(①知 ・ 技)自分の思いに合わせて，モデリングを中心に粘土で人物や周りの情景を表したり，材料の接着・接合の仕方を工夫したりしている。  

(②思・判・表)自分の将来の姿を想像し，人物とその周りにあるものの大きさや配置などを考えて空間を構成したり，材料の形の生かし方を工夫したりしている。  

(③主体的態度)互いの思いを尊重しながら将来の夢や願いについて交流し，表現の工夫や作品に込められた思いを共感的に共有する。 

過程 時間 学習活動 指導上の留意点 評価項目＜評価方法（観点）＞※太字は「記録に残す評価」 

で
あ
う 

１ 

 

 

１ 

 

○友達と未来について話しながら，ちょっと未来の自分の姿を

思い浮かべ，表したい様子やイメージをもつ。 

 

○表したい場面を考え，簡単なスケッチをして，人物や情景の

置き方を考え，学習の見通しをもつ。 

 

 

 

○自分とその周りの情景を立体的に表現することに興味がもてる

ように，参考作品を提示する。 

 

○自分の生活や夢などから表したい場面を選ぶことができるよう

に，様々な場面について話し合う時間を設定する。 

◇動きのある人物を表すことに興味をもち，粘土や身近な材料を使っ

てつくる活動に取り組んでいる。          ＜行動③＞ 

                       

◇人物の動きが表れるようなポーズや人物がいる場所を想像し，人物と周り

のものの大きさを考えてアイデアスケッチをかいている。        

＜行動・学習プリント②＞ 

あ
ら
わ
す
・
ひ
ろ
げ
る 

２ 

 

 

２ 

 

 

 

 

2 

 

 

1 

 

 

○友達にポーズをとってもらいながら，手足の曲がりや方向，

体のひねりなどを捉えて芯をつくり，板の上に固定する。 

 

○頭や胴体，手足などの大きさのバランスを考えながら，粘土

をつけていく。 

・作品を様々な方向から見て粘土をつける。 

・人体のバランスに合わせて，大まかな塊で粘土をつける。 

 

○粘土や身近な材料を使って人物の周りの情景をつくる。 

・絵の具で彩色し，ニスを塗る。 

  

○互いの作品の意図や見え方を考えながら，作品を展示するス

ペースを協力してつくる。 

○人間の体は関節の部分で曲がるということを意識して芯がつく

れるように，ペアでポーズを取り合う機会を設定する。 

 

○人物の動作の特徴に気付くことができるように，友達をモデル

にしながら，作品をいろいろな方向から見合い，助言し合う機

会を設定する。 

 

 

○自分の願いが伝わるように配置や大きさのバランスを試しなが

ら，情景をつくることができるように，材料コーナーを設置す

る。 

○互いの作品に込められた思いや，作品の雰囲気に合わせて作品

の展示計画が立てられるように，互いの作品を見て話し合う機

会を設定する。 

◇人物の動作が分かるように針金を加工し芯をつくり，釘で土台に丈

夫に固定している。              ＜行動・作品①＞ 

 

◇自分の思いに合わせて，粘土の剥離に気を付けながらモデリングし，形を

表している。                                ＜行動・作品①＞ 

 

 

 

◇材料の使い方や接着・接合の仕方を工夫して，周りの様子を表してい

る。                     ＜行動・作品①＞ 

 

◇展示された作品が美しく見えるように色や形を考えて展示スペース

をつくっている。              ＜行動・発言②＞ 

ふ
り
か
え
る 

１ 

 

 

○作品を見合い，人物の動きや情景の表し方の工夫を見付ける。 ○アイデアのおもしろさや表し方の工夫に気付けるように，互い

の作品を紹介し合う機会を設定する。 

◇表し方の工夫や作品込められた思いや願いに気付き，友達と話したり記

述したりしている。                      ＜行動・学習プリント③＞ 

 

共通事項 自分の将来を想像したり，作品に思いや願いを込めてつくったりすること通して，自分なりの意図を色や形で表しながら自分のイメージをもつ。 

【備 考】 

・製作途中の作品の保存は，絞ったタオルを作品に巻き，ビニール袋の中に入れておく。 

・準備物 紙粘土（１人１㎏ 軽い紙粘土がよい），人体芯材（高さ 26.6 ㎝ ），板（30×22.5×1.2 ㎝），水溶性ニス，粘土べら，釘，金づち，針金，ペンチ，身近な材料（針金，厚紙，木片，木の枝，空箱，カップな

ど），参考作品・本題材の参考資料は，第１図工室にある。 

※教科書５・６下…P48～51，66 

 

 
自分の未来の姿についてイメージを広げ，粘土で表そう 

学習のめあて 


